
旭医大達 99号  

令和8年9月24日 

 

旭川医科大学留学生及び外国人研究者向け借上宿舎規程の一部を改正する規程を次のように定める。 

 

旭川医科大学長  西 川 祐 司 

 

旭川医科大学留学生及び外国人研究者向け借上宿舎規程の一部を改正する規程 

 

 旭川医科大学留学生及び外国人研究者向け借上宿舎規程（令和 5 年旭医大達第 119 号）の一部について，下表右欄（「現行」欄）を同表左欄

（「改正後」欄）のように改正する。 

※下線部分は，改正箇所を示す。 

改正後 現行 

（略） （略） 

（入居資格） （入居資格） 

第4条 借上宿舎に入居することができる者は，次の各号のいずれか

に該当する者とする。 

第4条 借上宿舎に入居することができる者は，次の各号のいずれか

に該当する者とする。 

(1) 本学に在学する留学生及びその家族 (1) 本学に在学する留学生及びその家族 

(2) 本学において研究に従事する研究者及びその家族 (2) 本学において研究に従事する研究者及びその家族 

(3) その他本学の国際交流推進に寄与するとセンター会議におい

   て認められた者及びその家族 

(3) その他本学の国際交流推進に寄与するとセンター会議におい

 て認められた者及びその家族 

（目的外使用）  

第4条の2 学長は，前条の規定にかかわらず，借上宿舎のうち別に定

める料金表により使用料を算定するもの（以下「料金表対象宿舎」

という。）に長期間の空室を見込むときは，別に定める要件を満た

す場合に限り，本学に用務がある者（本人に限る。）を当該料金表

対象宿舎に入居させることができる。（新設） 

2 前項による入居は，前条各号に該当する者の入居を妨げない範囲

において行うものとする。（新設） 

 

（入居期間） （入居期間） 

第5条 借上宿舎に入居できる期間（以下「入居期間」という。）は，

原則として1月以上2年以内とする。ただし，料金表対象宿舎の入居

期間については，この限りでない。 

第5条 借上宿舎に入居できる期間（以下「入居期間」という。）は，

原則として1月以上2年以内とする。 

 



（削除） 

 

2 学長は，やむを得ない事情があると認めた場合には，センター会

議の議を経て，入居期間を延長することができる。 

（入居の申請，選考及び許可） （入居の申請，選考及び許可） 

第6条 借上宿舎に入居を希望する者は，別に定める書類により，学

長に願い出るものとする。 

2 入居の許可は，センター会議の議を経て，学長が行う。ただし，

料金表対象宿舎の入居の許可は，国際交流推進センター長の確認を

経て，学長が行う。 

3 入居を許可された者は，所定の手続きをとったうえ，入居許可期 

間の始めの日から10日以内に入居しなければならない。 

第6条 借上宿舎に入居を希望する者は，別に定める書類により，学

長に願い出るものとする。 

2 入居の許可は，センター会議の議を経て，学長が行う。 

3 入居を許可された者は，所定の手続きをとったうえ，入居許可期

間の始めの日から10日以内に入居しなければならない。 

(入居期間延長の申請及び許可) (入居期間延長の申請及び許可) 

第7条 借上宿舎の入居期間の延長を希望する者は，別に定める書類

により，学長に願い出るものとする。 

2 学長は，前項の入居期間延長の申請があったときは，入居期間を

延長する特別な理由があると認められるときに限り，センター会議

の議を経て，入居期間の延長を許可する。ただし，料金表対象宿舎

の入居期間の延長の許可は，国際交流推進センター長の確認を経

て，学長が行う。 

第7条 借上宿舎の入居期間の延長を希望する者は，別に定める書類

により，学長に願い出るものとする。 

2 学長は，前項の入居期間延長の申請があったときは，入居期間を

延長する特別な理由があると認められるときに限り，センター会議

の議を経て，入居期間の延長を許可する。 

（使用料） （使用料） 

第8条 借上宿舎に入居を許可された者（以下「入居者」という。）

は，本学が所有者等に支払う借上宿舎料金から，別に定める支援金

額を差し引いた額を，使用料として毎月所定の期日までに納付しな

ければならない。 

2 前項の規定にかかわらず，料金表対象宿舎の入居者は，当該料金

表により算定した額を，使用料として所定の期日までに納付しなけ

ればならない。（新設） 

第8条 借上宿舎に入居を許可された者（以下「入居者」という。）

は，本学が所有者等に支払う借上宿舎料金から，別に定める支援金

額を差し引いた額を，使用料として毎月所定の期日までに納付しな

ければならない。 

（略） （略） 

（退去） （退去） 

第12条 学長は，入居者が次の各号の一に該当するときは，速やかに

退去させるものとする。 

(1) 第4条に定める入居資格を失ったとき。 

(2) 入居許可期間が満了したとき。 

(3) 前条第1項第2号から第6号までの規定に該当し，入居許可を取

り消されたとき。 

第12条 学長は，入居者が次の各号の一に該当するときは，速やかに

退去させるものとする。 

(1) 第4条に定める入居資格を失ったとき。 

(2) 入居許可期間が満了したとき。 

(3) 前条第1項第2号から第6号までの規定に該当し，入居許可を取

り消されたとき。 



2 入居者は，前項の規定により退去するときは，自己の負担におい

て借上宿舎の施設，設備，備品等の原状回復を行わなければならな

い。 

3 学長は，前2項の規定にかかわらず，やむを得ない事由により入居

者を退去させる必要があると認める場合は，事前に相当の期間を置

いてその旨を通知し，当該入居者を退去させることができる。ただ

し，災害その他の緊急の事情があるときは，事前の通知を要しない。

（新設） 

2 入居者は，前項の規定により退去するときは，自己の負担におい

て借上宿舎の施設，設備，備品等の原状回復を行わなければならな

い。 

（略） （略） 

附 則  

この規程は，令和8年9月24日から施行する。  

  

【改正理由】  

料金表により使用料を算定する留学生及び外国人研究者向け借

上宿舎の整備に伴い，円滑な運営を図るため，所要の改正をするも

のである。 

 

 


